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研究要旨 

近年、喘息、アレルギー性鼻結膜炎、アトピー性皮膚炎といったアレルギー疾患が増加傾向にある。

これらアレルギー症状の要因として、遺伝的要因はもちろんのこと、室内環境は重要な規定因子の一

つである。多くの人は一日の多くの時間を室内で過ごし、特に子どもは自宅にて過ごす時間が長い。し

たがって、子どものアレルギー症状の予防において健康住宅は重要な課題であるといえる。そこで本

研究では築年数および換気とアレルギー症状との関連に加え、築年数におけるダンプネスによる媒介

効果を明らかにすることを目的とし、健康住宅と子どものアレルギー予防対策の一助とする。 

本研究は出生コーホート「環境と子どもの健康に関する北海道研究に参加する 7 歳児を対象とし、

アレルギーに関する調査項目と住宅環境調査票への回答があった 3462 人のデータを解析対象とした。

喘鳴、アレルギー性鼻結膜炎、湿疹は International Study on Asthma and Allergies in Childhood

（ISAAC）調査票に基づき定義した。住宅の築年数は、5 年ごとに区切った順位変数とし、カビ発生、

カビ臭、水漏れ、結露の 4 つをダンプネス指標とした。換気は、室内強制換気装置ありの有無、およ

び一カ月あたりの窓を開けの回数と一回あたりの窓を開ける時間の各回答を用いた。統計解析は、各

アレルギー症状を目的変数とし、各室内環境を説明変数としたロジスティック回帰分析、築年数との

関連が認められた喘鳴については、ダンプネス指数と換気回数を中間変数として媒介分析を行った。 

喘鳴の有訴は 13.3%、アレルギー性鼻結膜炎が 13.1%、湿疹が 23.7%だった。対象者が居住する住

宅は、築年数は平均 15.6 年、中央値は 12 年であった。ダンプネス指数は、カビ発生 45.8%、カビ臭

5.3、水漏れ 13.5%、結露 58.4%であった。強制換気があるのは 59.5%、窓開け頻度は月 12 回未満と

12 回以上はそれぞれ 51.9%と 48.1%、窓開け時間は 1 回につき 5 分以内が 32.3%、30 分以内が 29.5%、

一方 1 時間以上開ける家も 29.2%あった。築年が 5 年古くなるごとに、喘息、アレルギー性鼻結膜炎、

湿疹のオッズ比がそれぞれ 1.31（1.26-1.37）、1.40（1.28-1.53）、1.46（1.38-1.54）で有意に高かった。

また、喘鳴は水漏れなしに対してありのオッズ比は 1.42（1.08-1.86）と有意だった。また、湿疹はカ

ビ臭なしにたいしてありのオッズ比は 1.68（1.68-2.34）だった。機械換気及び窓開けと喘鳴・アレル

ギーとの関連に統計学的有意差は認められなかった。築年数が 5 年増加するごとの喘鳴への総合効果

は 1.05（1.00-1.05）、直接効果は 1.02（0.97-1.02）といずれも統計学的には有意ではなかったが、築
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年数からカビ臭と水漏れを介した間接効果では 1.02（1.01-1.02）と、統計学的有意なリスクの上昇を

認め、総合効果における間接効果の割合は 45.7%であった。 

本研究では、築年と喘鳴との関連は、カビ臭と水漏れによる媒介効果が明らかになった。従って、ま

ずは築年が経過してもカビ臭と水漏を予防することが重要である。一方、室内強制換気装置の有無や

一回当たりの窓を開ける時間はアレルギー症状とに有意な関連がみられなかった一方、一回あたりの

時間は短くともこまめに窓を開けることが湿疹の予防的効果が得られる可能性が示唆された。 

A．概要 
近年、我が国では、喘息、アレルギー性鼻結

膜炎、アトピー性皮膚炎といったアレルギー疾

患は増加傾向にある。平成27年にはアレルギー

疾患対策基本法が施行され、アレルギー疾患に

関する啓発及び知識の普及とともにアレルギー

疾患の予防のための施策に関する事項等が定め

られている（アレルギー疾患対策基本法平成27

年12月）。2021-2022年の成人（18－50歳）

18706人を対象とした調査では、喘息、アトピ

ー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎のそれぞれの有

訴割合は14.7%、15.6%、47.4%となっており

1)、全人口の約2人に1人が何らかのアレルギー

疾患に罹患していることを示している1)。子ど

もにおいても、環境省「子どもの健康と環境に

関する全国調査（通称：エコチル調査）」 では

親が報告する1歳児の湿疹の有訴割合は

16.8%、喘鳴は14.3-20.6%と報告されている

2)。これらアレルギー症状の要因として、遺伝

的要因はもちろんのこと、社会経済的要因、栄

養あるいは食品摂取、薬品摂取、母の健康、化

学物質曝露、大気汚染や黄砂が報告されてお

り、さらには室内環境は重要な規定因子の一つ

である2)。現代社会において多くの人は一日の

多くの時間を室内で過ごし3)、特に子どもは自

宅にて過ごす時間が長い。したがって、良好な

住環境は子どものアレルギー症状の予防におい

て重要であるといえる。 

住環境と子どものアレルギーについては、札

幌市に居住する小学生において、ダンプネスが

あること、また屋外排気のないストーブや、機

械換気の不使用が子どもの喘鳴のリスクを上げ

ること 4)、電気に対する屋外排気の無いストー

ブの使用やカビ臭、カビの生育および結露が湿

疹のリスクを上げること 5)が報告されている。

特にダンプネスについては、2003 年の住宅基

準法の改正と施工により換気設備の設置が義務

付けられたことによる改善が見込まれるが、住

宅の築年数とダンプネスや換気との関連につい

ては不明である。そこで本研究では築年数およ

び換気とアレルギー症状との関連に加え、築年

数におけるダンプネスによる媒介効果を明らか

にすることを目的とした。 

 

B．調査方法 

本研究は出生コーホート「環境と子どもの健康

に関する北海道研究（以下、北海道スタディ）6-9)

に参加する 7 歳児を対象とした。2011 年 12 月か

ら 2020 年 7 月までに、アレルギーに関する調査

項目と住宅環境調査票への回答があった 3462 人

のデータを解析対象とした。 

B1．アレルギー症状の定義 

アレルギー症状の有無は International Study 

on Asthma and Allergies in Childhood: ISAAC 

調査票に基づき評価した喘鳴、アレルギー性鼻結

膜炎、湿疹を定義した 10,11)。ISAAC は、気管支喘

息有症率や死亡率の上昇から、国際的、地域的に

比較検討するために作られたものである。具体的

に用いた項目として、喘鳴の評価は「あなたのお

子様は最近 12 ヶ月間に、胸がゼーゼー、または

ヒューヒューといったことがありますか？に「あ

る」と答えた人を「喘鳴あり」、鼻炎については、

「最近 12 カ月間にあなたのお子様はカゼやイン

フルエンザにかかっていないときに、くしゃみ、
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鼻水、鼻づまりで困ったことはありますか？「最

近 12 ヶ月間にこれらの鼻症状に伴って眼がかゆ

くなったり、涙がとまらなくなったりしたことが

ありますか？の両方に「ある」と答えた人を「鼻炎

あり」、湿疹については、「あなたのお子様は最近 

12 ヶ月のあいだに、そのような（出たりひっこん

だりする）かゆみを伴う湿疹は出たことがありま

すか？「それらのかゆみを伴った湿疹は下記のよ

うな箇所に起こったことがありますか【肘の屈曲

面、膝の裏側、足首の前面、臀部（おしり）の下面、

首や耳や目のまわりなど】？の両方に「ある」と答

えた人を「湿疹あり」、と定義した。 

B2．築年数 

住宅の築年数に関しては、5 年ごとに区切った

順位変数と築年数 20 年を基準に二分した二値変

数とした。 

B3．ダンプネス 

住宅のダンプネス項目として「風呂場以外にカ

ビが生えているか（以下、カビ発生）」、「家の中が

かび臭いか（以下、カビ臭）」、「5 年以内に水漏れ

や雨漏りがあったか（以下、水漏れ）」、冬の間窓や

壁はよく結露するか（以下、結露）」の 4 つを指標

とし 12)、「はい」と回答したものをダンプネスあり

とした。 

B4．室内換気 

室内強制換気装置の有無は Hou ら 13)の研究を

参考に「全室に強制換気装置あり」、「寝室に強制

換気装置あり」、「居間に強制換気装置換気あり」、

「子ども部屋に強制換気装置あり」のいずれかに

「はい」と回答した場合を「室内強制換気装置あ

り」と定義した。自然換気については、一カ月あた

りの窓を開ける回数を 12 回未満と 12 回以上の二

値変数とした。一回あたりの窓を開ける時間は「5

分以内」「30 分以内」「1 時間以内」「1 時間以上」

の各回答を用いた。 

B5．統計解析 

各アレルギー症状、ダンプネス（カビ発生、カビ

臭、水漏れ、結露）と基本属性、築年数、窓開け時

間についてカイ 2 乗検定を行った。その後、築年

数および換気とアレルギー症状との関係について

ロジスティック回帰分析を行った。築年数との関

連が認められた喘鳴については、ダンプネス指数

（カビ発生、カビ臭、水漏れ、結露）、およびカビ

臭と水漏れのインデックス化、換気回数のインデ

ックス化を中間変数として媒介分析を行った。有

意水準は P<0.05 とし、媒介分析は SPSS を、そ

れ以外の解析は JMP Pro 17 を使用した。 

B6．倫理面の配慮 

北海道大学環境健康科学研究教育センター（研

究課題名:環境と子どもの健康に関する北海道研

究(北海道スタディ:全道大規模コーホート)、研究

代表者：岸玲子、承認日:2022 年 8 月 30 日、承認

番号 22-139）および北海道大学大学院保健科学院

（研究課題名:北海道における室内環境と子ども

のアレルギー症状の関連、研究責任者：池田敦子、

承認日：2023 年 6 月 29 日、承認番号 23-46）の

倫理委員会の承認を得て実施した。本研究対象者

は未成年であるため、保護者による調査票への回

答をもって同意とみなした。 

 

C．結果 

表 1 に参加者の基本属性とアレルギーの有無を

示す。研究参加者 3462 人のうち男女の割合はそ

れぞれ 51.8%、48.2％だった。喘鳴の有訴は 460

人（13.3%）、アレルギー性鼻結膜炎が 454 人

（13.1%）、湿疹が 819 人（23.7%）だった。父母

のアレルギー既往歴があるものはそれぞれ 61.4%、

54.2%だった。 

対象者が居住する住宅の特徴を表２に示す。築

年数は 5 年以内、5－10 年以内、10－15 年以内、

15－20 年以内がそれぞれ 20.5%、24.2%、14.7%、

12.6%で合計すると 80%以上を占めた。築年数の

平均は 15.6 年、中央値は 12 年であった（表な

し）。自宅は戸建てが 73.3%、構造は木造 74.3%、

持ち家が 72.6%と多かった。ダンプネス指数につ

いては、カビ発生 1585 人（45.8%）カビ臭がある 

185 人（5.3%）、水漏れ 467 人（13.5%）、結露 2017

人（58.4%）であった。喫煙者がいる、犬あるいは

猫のペットがいるのはそれぞれ 1456 人（42.1%）、

566 人（16.0%）だった。強制換気があるのは 2060

人（59.5%）、窓開け頻度は月 12 回未満と 12 回以

上はそれぞれ 51.9%と 48.1%、窓開け時間は 1 回
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につき 5 分以内が 32.3%、30 分以内が 29.5%、一

方 1 時間以上開ける家も 29.2%あった。 

表３には、喘息・アレルギー有訴と個人属性お

よび住環境との関連を示した。喘鳴およびアレル

ギー性鼻結膜炎は、女児よりも男児で有訴が多か

った。また、喘鳴およびアレルギー性鼻結膜炎と

も、喫煙者が過去にいたあるいはいる家で有訴が

多かった。父母のアレルギー既往はいずれも喘鳴・

アレルギー性鼻結膜炎、湿疹が多かった。住環境

においては、カビ臭が喘鳴と湿疹、水漏れが喘鳴、

結露がアレルギー性鼻結膜炎の児の住宅で多かっ

た。機会換気と喘鳴・アレルギーとの関連は認め

られなかったが、湿疹の児がいる家では窓を開け

る頻度が 12 回よりも少なかった。 

ダンプネス指標と住環境との関連を表４に示した。 

カビ発生、カビ臭、水漏れ、結露とも築年が古い井

出で有意に多かった。また、戸建てよりも集合住

宅で、木造よりも鉄筋・鉄骨の住宅で、持ち家より

も借家・社宅でカビ発生、カビ臭、結露が有意に多

かった。カビ発生、カビ臭、水漏れ、結露のいずれ

も、機械換気がない家で多かった。窓を開ける回

数が多い家でカビ発生、カビ臭、結露が多かった。 

表５には、住環境と喘息・アレルギーのオッズ

比（95%信頼区間）を示す。築年が 5 年古くなる

ごとに、喘息、アレルギー性鼻結膜炎、湿疹のオッ

ズ比がそれぞれ 1.31（1.26-1.37）、1.40（1.28-1.53）、

1.46（1.38-1.54）で有意に高かった。また、喘鳴

は水漏れなしに対してありのオッズ比は 1.42

（1.08-1.86）と有意だった。また、湿疹はカビ臭

なしにたいしてありのオッズ比は 1.68（1.68-2.34）

だった。一方、月当たりの窓開けが 10 回以下に対

して 20 回よりも多いと有意にオッズ比が低かっ

た 0.75（0.61-0.93）。機械換気の有無は喘鳴・アレ

ルギーとの関連に統計学的有意差は認められなか

った。 

最後に、築年によってダンプネスの増加が生じ

ることが喘鳴のリスク上昇の中間（媒介）因子に

なっているかを検討した結果を表６に示す。喘鳴

をアウトカム、築年数を曝露、カビ臭と水漏れの 2

項目を インデックス化して中間変数に設定し、媒

介分析を実施した結果、築年数が 5 年増加するご

とでの総合効果はオッズ比が 1.05（1.00-1.05）、

直接効果は 1.02（0.97-1.02）といずれも統計学的

には有意ではなかったが、築年数からカビ臭と水

漏れを介した間接効果では 1.02（1.01-1.02）と、

統計学的有意なリスクの上昇を認め、総合効果に

おける間接効果の割合は 45.7%であった（表 6）。

さらに、喘鳴をアウトカム、築年数を曝露、ダンプ

ネス指数 4 項目（カビ発生、カビ臭、水漏れ、結

露）をインデックス化し中間変数に設定した媒介

分析の結果は、総合効果のオッズ比 1.05（1.00-

1.05）、直接効果 1.03（0.97-1.03）、間接効果 1.01

（0.99-1.01）、総合効果における間接効果の割合

は 30.2%であったが、いずれも統計学的有意差は

認めなかった（表７）。最後に、喘鳴をアウトカム、

築年数を曝露、換気回数を中間変数とした媒介分

析の結果においても、総合効果 1.05（1.00-1.05）、

直接効果 1.04（1.00-1.05）、間接効果 1.00（1.00-

1.00）、総合効果における間接効果の割合は 1.1%

であり、いずれも統計学的有意差を認めなかった

（表８）。 

 

D．考察 

本研究参加者のアレルギー症状の有症率は、喘

鳴 13.3%、アレルギー性鼻結膜炎 13.1%、湿疹

23.7%であった。、先行研究で札幌市の学童は喘鳴

12.8%、湿疹 16.7%であり 4,5)、喘鳴は同レベルで

あるが、湿疹は本研究の方が高い有訴率であった。

これは、学童が 1－6 年生を対象にしていることに

対し、本研究は 7 歳児（1 年生）を対象にしたこ

とによると考えられる。他の集団では、東北地方

で 2011 年の東日本大震災後に宮城県の公立小学

校を対象に実施された研究があり、2 年生の喘鳴

は 12.4%、湿疹は 20.1%と本研究の結果と類似し

ていた 14)。東京都で 2005 年に実施された研究で

は 7 歳児の喘鳴の有訴率 15.7%、アレルギー性鼻

結膜炎 22.5%、アトピー性皮膚炎 17.4%と、本研

究対象者の方が喘鳴とアレルギー性鼻結膜炎は少

ないが、アトピー性皮膚炎は多い結果であった 15)。 

本研究では、築年数と喘鳴の間に関連が認めら

れた。一方、築年数そのものは喘鳴のリスク因子

としての説明ができないことから、媒介する因子
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としてのダンプネスと機会換気について検討した。

その結果、築年と喘鳴との関連における総合効果

は有意ではなかった一方で、カビ臭と水漏れを経

由した間接効果には統計学的有意差が認められた。

さらに本研究では築年数と喘鳴との関係において、

築年数 5 年ごとに分類して連続数で用いたモデル

では、オッズ比は（95%信頼区間）が 1.05（1.00-

1.10）だった。また、カビ臭と水漏れがあることが

築年数と喘鳴の関係の 45.7%を占めたことから、

築年の経過によって古い住宅ではカビ臭と水漏れ

が生じることから喘鳴のリスクをあげることが示

された。 

一方の換気については中国における先行研究

で、部屋の換気率を改善することで鼻炎の予防的

効果があることが報告されていた 13)。2003 年の

住宅基準法の改正と施工により換気設備の設置

が義務付けられたが、築年が経過したことによ

る喘鳴・アレルギーのリスク上昇には換気設備

がないことが媒介してる可能性は棄却された。

本研究では強制換気装置の有無と自然換気のいず

れの場合においても、換気状況と鼻炎の有症率に

有意な相関はなく、また一カ月あたりの窓開け回

数は、統計学的有意差はみられないものの回数が

「少ない」と比較して「中程度」「多い」で有症

率が高い傾向にあり、仮説とした窓開けの換気に

よる有訴率の低下とは異なる結果を示した。本邦

では、平成 5 年に本研究では換気状況の定義を過

去一カ月の平均、アレルギー症状は過去 12 カ月

としたこと、さらに、北海道は冷帯地域であり住

宅の気密性が高く、また冬季に窓を開ける時間や

頻度が少なくなる可能性がある。しかし、本研究

の結果から、一回の窓を開けている時間は湿疹の

有症率と有意な相関がみられなかった一方、窓を

開ける回数が多いことが湿疹のリスクを下げる可

能性が示唆されたため（表３）、湿疹の予防とし

て、短い時間でもこまめに窓を開けることを推奨

することができるという結果が得られた。しか

し、本研究は横断研究であることから、すでにア

レルギー症状を発症している人が症状を緩和させ

るために積極的に換気を行っているという因果の

逆転が起こっている可能性も考慮する必要があ

る。 

本研究の限界として、第一に横断研究であり、

築年およびダンプネスの有無や換気と喘鳴・アレ

ルギーとの因果関係を示すことはできない。前述

の通り、特に換気についてはすでにアレルギー症

状を発症している人が症状を緩和させるために積

極的に換気を行っているという因果の逆転が起こ

っている可能性も考慮する必要がある。一方、築

年数やダンプネスについては喘鳴・アレルギーの

ある児が古い住宅、あるいはダンプネスのある家

にわざわざ住むことは考えにくく、因果逆転の可

能性は低いのではないか。第二に、北海道スタデ

ィの参加者を対象としたが、7 歳時調査票と住宅

環境調査票の 2 つのアンケートに回答があった者

を対象としているため、研究に協力的な者、すな

わちアレルギーがある、あるいは住環境に興味が

あるものが積極的に調査に参加している可能性が

ある。喘鳴・アレルギーの有訴率については東北

の同年代の児と大きな違いは認められなかったが、

集団の偏りがある可能性については考慮が必要で

ある。第三に、本研究では室内環境由来の化学物

質として近年アレルギーとの関連が報告されてい

るフタル酸エステル類やリン系難燃剤曝露による

影響が検討できていない 16-19)。また、胎児期曝露

として喘鳴・アレルギーのリスクとして報告され

ている防虫剤使用も検討できていない 20)点は限界

である。 

 

E．結論 

本研究では、北海道の 7 歳児における住宅の築

年数、ダンプネス、換気状況と喘鳴・アレルギー症

状の関連について検討した。築年と喘鳴との関連

は、カビ臭と水漏れによる媒介効果が明らかにな

った。従って、まずは築年が経過してもカビ臭と

水漏を予防することが重要である。室内強制換気

装置の有無や一回当たりの窓を開ける時間とアレ

ルギー症状の間には統計学的に有意な関連がみら

れなかった。これらの結果から、一回あたりの時

間が長くなくともこまめに窓を開けることを推奨
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することで湿疹の予防的効果が得られる可能性が

あることが示唆された。 
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表 1 参加者の基本属性(N=3462)     

    ｎ % 

性別 男 1795 51.8 

  女 1667 48.2 

喘鳴 ある 460 13.3 

  ない 3002 86.7 

アレルギー性鼻結膜炎 ある 454 13.1 

  ない 3008 86.9 

湿疹 ある 819 23.7 

  ない 2643 76.3 

母アレルギー ある 2126 61.4 

  ない 1336 38.6 

父アレルギー ある 1875 54.2 

  ない 1587 45.8 
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表 2 住宅の特徴 (N=3462)       

    n % 
築年数 0<築年≦5 704 20.5 

  5<築年≦10 832 24.2 
  10<築年≦15 505 14.7 
  15<築年≦20 432 12.6 
  20<築年≦25 260 7.6 
  25<築年≦30 271 7.9 
  30<築年 429 12.5 
自宅種類 戸建 2538 73.3 
  集合住宅 915 26.4 
  その他 9 0.3 
自宅構造 木造 2568 74.3 
  鉄筋・鉄骨 840 24.3 
  その他 46 1.3 
所有者 持ち家 2513 72.6 
  借家・社宅 947 27.4 
カビ発生 はい 1585 45.8 
  いいえ 1877 54.2 
カビ臭 はい 185 5.3 
  いいえ 3277 94.7 
水漏れ はい 467 13.5 
  いいえ 2987 86.5 
結露 はい 2017 58.4 
  いいえ 1435 41.6 
喫煙者 いない 1648 47.6 
  過去に居た 358 10.3 
  いる 1456 42.1 
ペットの有無と種類 犬・猫 566 16.0 
  その他 2154 62.0 
  無 742 21.0 
調査実施時期 春（3～5 月） 682 20.0 
  夏（6～8 月） 791 23.0 
  秋（9～11 月） 796 23.0 
  冬（12～2 月） 1193 34.0 

強制換気あり あり 2060 59.5 

窓開け頻度 月 12 回未満 1736 51.9 
  月 12 回以上 1612 48.1 
窓開け時間 5 分以内/回 1116 32.3 
  30 分以内/回 1022 29.5 
  1 時間以内/回 312 9.0 
  1 時間以上/回 1009 29.2 
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表 3 子供のアレルギー症状と基本属性の関係 

    喘鳴   アレルギー性⿐炎    湿疹  
    ある ない   ある ない    ある ない  
    n % n % p  n % n % p  n % n % p 
性別 男 284 15.8 1511 84.2 <.001  269 15.0 1526 85.0 <.001  423 23.6 1372 76.4 0.896 
  ⼥ 176 10.6 1491 89.4   185 11.1 1482 88.9   396 23.8 1271 76.2  
喫煙者 いない 185 11.2 1463 88.8 0.003  202 12.3 1446 87.7 0.032  373 22.6 1275 77.4 0.086 
  以前居た 57 15.9 301 84.1   63 17.6 295 82.4   101 28.2 257 71.9  
  いる 218 15.0 1238 85.0   189 13.0 1267 87.0   345 23.7 1111 76.3  
⺟アレ
ルギー 

ある 341 16.0 1785 84.0 <.001  347 16.3 1779 83.7 <.001  581 27.3 1545 72.7 <.001 
ない 119 8.9 1217 91.1   107 8.0 1229 92.0   238 17.8 1098 82.2  

⽗アレ
ルギー 

ある 283 15.1 1592 84.9 <.001  306 16.3 1569 83.7 <.001  530 28.3 1345 71.7 <.001 
ない 177 11.2 1410 88.8   148 9.3 1439 90.7   289 18.2 1298 81.8  

ペット 
哺乳類、
⿃類 

89 14.9 507 85.1 0.314  74 12.4 522 87.6 0.448  132 22.2 464 77.9 0.548 

  それ以外 22 15.1 124 84.9   24 16.4 122 83.6   38 26.0 108 74.0  
  なし 347 12.8 2365 87.2   352 13.0 2360 87.0   644 23.8 2068 76.3  
築年数 0-≦5 81 11.5 623 88.5 0.375  80 11.4 624 88.6 0.276  176 25.0 528 75.0 0.588 
  5-≦10 111 13.3 721 86.7   113 13.6 719 86.4   184 22.1 648 77.9  
  10-≦15 59 11.7 446 88.3   69 13.7 436 86.3   108 21.4 397 78.6  
  15-≦20 59 13.7 373 86.3   60 13.9 372 86.1   111 25.7 321 74.3  
  20-≦25 42 16.2 218 83.8   36 13.8 224 86.2   61 23.5 199 76.5  
  25-≦30 40 14.8 231 85.2   44 16.2 227 83.8   65 24.0 206 76.0  
  30 以上 64 14.9 365 85.1   45 10.5 384 89.5   107 24.9 322 75.1  

⾃宅種
類 

⼾建 336 13.2 2202 86.8 0.969  322 12.7 2216 87.3 0.455  588 23.2 1950 76.8 0.308 
集合住宅 123 13.4 792 86.6   131 14.3 784 85.7   230 25.1 685 74.9  
その他 1 11.1 8 88.9   1 11.1 8 88.9   1 11.1 8 88.9  

⾃宅構
造 

⽊造 333 13.0 2235 87.0 0.419  333 13.0 2235 87.0 0.094  584 22.7 1984 77.3 0.057 
鉄筋鉄⾻ 115 13.7 725 86.3   118 14.0 722 86.0   219 26.1 621 73.9  
その他 9 19.6 37 80.4   2 4.3 44 95.7   15 32.6 31 67.4  

保有者 持ち家 324 12.9 2189 87.1 0.295  315 12.5 2198 87.5 0.117  579 23.0 1934 77.0 0.177 
  借家社宅 135 14.3 812 85.7   138 14.6 809 85.4   239 25.2 708 74.8  
カビ発
⽣ 

はい 224 14.1 1361 14.1 0.179  224 14.1 1361 85.9 0.103  394 24.9 1191 75.1 0.127 
いいえ 236 12.6 1641 87.4   230 12.3 1647 87.7   425 22.6 1452 77.4  

カビ臭 はい 35 18.9 150 81.1 0.027  32 17.3 153 82.7 0.095  62 33.5 123 66.5 0.002 
  いいえ 425 13.0 2852 87.0   422 12.9 2855 87.1   757 23.1 2520 76.9  
⽔漏れ はい 82 17.6 385 82.4 0.004  67 14.3 400 85.7 0.390  122 26.1 345 73.9 0.102 
  いいえ 376 12.6 2611 87.4   385 12.9 2602 87.1   696 23.3 2291 76.7  
結露 はい 273 13.5 1744 86.5 0.668  284 14.1 1733 85.9 0.035  474 23.5 1543 76.5 0.784 
  いいえ 187 13.0 1248 87.0   167 11.6 1268 88.4   343 23.9 1092 76.1  
機会換
気 

あり 280 13.6 1780 86.4 0.521  726 36.4 534 38.2 0.085  494 24.0 1566 76.0 0.589 
なし 180 12.8 1222 87.2   1328 64.7 726 36.4   325 23.1 1977 76.8  

窓開け
頻度/
⽉ 

11 回以下 223 12.8 1513 87.2 0.430  215 12.4 1521 87.6 0.196  437 25.2 1299 74.8 0.049 

12 回以上 222 13.8 1390 86.2   224 13.9 1388 86.1   359 22.3 1253 77.7  

窓開け
時間/
回 

5 分以内 151 13.5 965 86.5 0.669  130 11.7 986 88.4 0.240  274 24.6 842 75.5 0.665 
30 分以内  127 12.4 895 87.6   147 14.4 875 85.6    247 24.2 775 75.8  

1 時間以内 47 15.1 265 84.9   38 12.2 274 87.8    69 22.1 243 77.9  
1 時間以上 135 13.4 874 86.6   139 13.8 870 86.2    229 22.7 780 77.3  

カイ 2 乗検定で解析 
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表５ 築年数とアレルギーとの関連 

 

 

 

表６ カビ臭と水漏れを中間因子とした築年数と喘鳴の関連 

 
 

 

表７ ダンプネス指数（カビ発生、カビ臭、水漏れ、結露）を中間因子としたときの築年数と喘鳴の関連 

 

  

オッズ⽐ p-value オッズ⽐ p-value オッズ⽐ p-value
築年数a 1.05 1.00 1.10 0.069 1.00 0.95 1.05 0.893 1.01 0.97 1.05 0.590
カビ発⽣a なしvsあり 1.13 0.93 1.38 0.228 1.16 0.95 1.41 0.157 1.11 0.95 1.30 0.193
カビ臭a なしvsあり 1.44 0.96 2.15 0.078 1.26 0.83 1.91 0.269 1.68 1.21 2.34 0.002
⽔漏れa なしvsあり 1.42 1.08 1.86 0.012 1.06 0.79 1.42 0.686 1.11 0.88 1.40 0.373
結露a なしvsあり 0.93 0.75 1.15 0.495 1.17 0.94 1.44 0.158 0.89 0.76 1.06 0.187
強制機械換気b あり 1.14 0.91 1.42 0.248 0.87 0.74 1.01 0.074 1.05 0.87 1.25 0.632
窓開け回数/⽉b 少ない（10<=） 1.00 1.00 1.00

中程度 （10<回数＜=20） 1.22 0.93 1.60 0.155 1.18 0.97 1.44 0.101 0.92 0.74 1.15 0.470
多い（20＜） 1.11 0.85 1.44 0.443 1.18 0.98 1.42 0.083 0.75 0.61 0.93 0.009

窓開け時間/回b 5分以内 1.00 1.00 1.00
30分以内 0.88 0.68 1.15 0.368 1.14 0.94 1.37 0.180 0.94 0.76 1.16 0.568
1時間以内 1.09 0.73 1.61 0.678 0.84 0.63 1.13 0.247 0.78 0.56 1.10 0.161
1時間以上 0.99 0.71 1.39 0.953 1.04 0.82 1.32 0.760 0.89 0.68 1.17 0.419

a, 性、⺟および／または⽗の喫煙、両親のアレルギー既往により調整
b, 性、⺟親・⽗親のアレルギー歴、⺟親・⽗親の喫煙歴、築年数、ペットの有無の種類、アンケート時期により調整

喘鳴 アレルギー性⿐炎 湿疹
95%信頼区間 95%信頼区間 95%信頼区間

オッズ⽐ 割合(%)

総合効果 1.05 1.00 1.05
直接効果 1.02 0.97 1.02
間接効果 1.02 1.01 1.02 45.7

95%信頼区間

築年数と喘鳴との間の中間変数として、カビ臭と水漏れを合わせたてインデック
スを設定し、媒介分析をおこなった

インデックスの定義：カビ臭、水漏れそれぞれの項目で「ある」=１、「ない」=0
とし、合計点(0～2)をインデックスとした。

表 ダン ネ 指数 (カ 発 、カ 臭、水漏れ、結露) を中間因子 しての築年数 喘鳴の関係

オッズ⽐ 割合(%)

総合効果 1.05 1.00 1.05
直接効果 1.03 0.97 1.03
間接効果 1.01 0.99 1.01 30.2

95%信頼区間

築年数と喘鳴との間の中間変数として、ダンプネス指数（カビ発生、カビ臭、水漏れ、結
露）を合わせたてインデックスを設定し、媒介分析をおこなった

インデックスの定義：カビ臭、水漏れそれぞれの項目で「ある」=１、「ない」=0とし、合

計点(0～2)をインデックスとした。
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表８ 換気回数を中間因子としたときの築年数と喘鳴の関連 

 

表 換気回数を中間因 築年数 喘鳴 関係

オッズ⽐ 割合(%)

総合効果 1.05 1.00 1.05
直接効果 1.04 1.00 1.05
間接効果 1.00 1.00 1.00 1.1
築年数と喘鳴との間の中間変数として、換気回数を設定した。

95%信頼区間

換気回数の定義：窓開け回数/月「なし」= 0, 「10回以下」 = 1, 「11回以上19回
未満」= 2, 「20回以上」= 3とした。


